
こࡢ治療࡛ࡣ次ࡢ㸰種ࡢ薬を使用しますࠋ

カル࣎プラチン注：細胞ࡢＤＮＡ作用し効果を現しますࠋ

エࢻࢩ࣏ࢺ㸦ラࢫテッࢺ注㸧：細胞ࡢＤＮＡ作用し効果を現しますࠋ

＜投与ࢫケࢪュ࣮ル＞４ࠉ࣭࣭࣭ࠉ㐌間ࠉ㸯コ࣮ࠉࠉ  ࠉࠉࢫ  今回ࠉࠉコ࣮ࢫ目

2コ࣮ࢫ目

＜薬品名＞ 1日目 2日目 3日目 29日目

＜投与方法࣭時間＞ࠉࠉࠉ ／ ／ ／ ／

休薬

＜薬剤投与日ࡢ注意＞

＜備考＞

㺔ﾙﾎ㺼ﾌ㺽ﾗﾁ㺻

生食500mlࠉࠉ ＜点滴静注120分＞

㺖㺼ﾗﾆｾ㺢ﾛ㺻注࣭㺡㺼㺕㺙ｰ㺢注＜点滴静注30分＞

ｴ㺢ﾎ㺽㺚㺢㺼

様

＜薬ࡢ作用＞

カル࣎プラチンエࢻࢩ࣏ࢺ併用療法

年ࠉࠉ᭶ࠉࠉ日

1コ࣮ࢫ目

࣭࣭࣭࣭

休薬化学療法剤

吐ࡁ気止ࡵ

化学療法剤

　　　★

薬剤ࡢ投与ࠊࡣ血液検査やそࡢ他必要࡞検査を行いࡽࡀ࡞㐍࡚ࡵいࡁますࠋ副作用ࡢ発現࣭合併症ࡢ᭷無ࡼっ࡚

治療ࡢ途中࡛ࠊࡶ薬剤ࡢ減量࣭変更や中止さࡿࢀこࡀあࡾますࠋ

休薬

　　　★

点滴部位ࡀ痛࡞ࡃっࠊࡾࡓ腫ࡾࡓࢀしࡓ場合や点滴ࡀ落࡞ࡃ࡞ࡕっࡓ場合ࠊࡣ薬液ࡀ血管外へ漏࡚ࢀいࡿこࡀあ

ࠋさいࡔࡃ申し出࡚ࡄすࠊ࡛ࡢますࡾ

輸液500mlࠉࠉ ＜点滴静注120分＞



＜作用＞

発熱ࠉࠉ

風邪様症状ࠉࠉ

貧血

吐ࡁ気࣭嘔吐 重度約2％ 我慢をࡎࡏ吐ࡁ気止ࡵを使用し࡚ࡔࡃさいࠋ

過敏症㸦アࣞࣝギ࣮㸧

ࢀࡍ対処ࠊ発見早期ࠊࡶ࡚ࢀ現ࡀ万一作用ࠋࡍ࡛ࡢࡶ࡞代表的ࠊࡣ作用ࡓࡆあࡇࡇ

医ࠊࡤࢀあࡀࡇ悪いࡢ調子ࠊࡇࡿ࡞気ࠊࡎࡏ心配過ࠋࡍ可能࡛ࡀ⥆⥅ࡢ治療ࠊࡤ

師࣭薬剤師࣭看護師申し࡛࡚ࡔࡃさいࠋ

そࡢ他：間質性肺炎ࠊ肝障害ࠊ発熱ࠊ脱毛ࠊ下痢ࠊ便秘ࠊ神経障害࡞

うࡀい薬や口内炎用塗ࡾ薬を使用し࡚ࡔࡃさいࠋ

予防薬を使用しࡀࡍࡲ症状ࡀあࡄࡍࡤࢀ申し

出࡚ࡔࡃさいࠉࠋ顔ࡀほ࡚ࠊࡿ息苦しいࠉࠉࠉࠉࠊ

ࢀ息切ࠊ倦怠感ࠉࠉ

࡞いࡲࡵࠉࠉ

採血結果ࠊࡣ࡚ࡗࡼ造血剤ࡢ使用や輸血を行

いࠋࡍࡲ

頻度ࡣ低い

―

カࣝボプラチン等ࡢ白金製剤࡛起ࡿࡇ過敏症ࡣ数コ࣮ス治療後起ࡀࡇࡍࡇあࠋࡍࡲࡾ

重度約40％

㸦1000以下ࡢ好

中球減少約90%㸧

࡞鼻血ࠊ出血ࡢࡽࡁࡄ歯ࠊ身ࡕや打ࡀࡅ

気を࡚ࡅࡘ下さいࠋ止血剤を使ࠊࡾࡓࡗ輸血を

ࠋࡍࡲࡾあࡶࡇࡿࡍ

血小板減少

出血ࠉࠉ

重度約10％

苦しいࡀ胸ࠉ

  発疹ࠊゆ࡞ࡳ

口内炎 ―

作用症状 備考頻度

うࡀいや手洗い࣭休養を心ࡔࡃ࡚ࡅࡀさいࠋ白

血球を増やࡍ薬や抗生物質を使うࡶࡇあࡲࡾ

ࠋࡍ

対策

白血球減少


